
(57)【要約】

【課題】　複数の屋根作業用安全具が配設された傾斜屋

根面での作業において、命綱未係止状態での安全性低下

が防止できる屋根作業用安全棒を得、命綱未係止状態で

の安全性の確保を図る。

【解決手段】　傾斜屋根面に固定され環状の安全索係止

部を有する屋根作業用安全具に引っ掛けて使用する屋根

作業用安全棒１００であって、棒本体２７と、この棒本

体２７の一端に設けられるグリップ部２９と、棒本体２

７の他端に設けられ先端３１ｃが棒本体２７の一端側へ

曲げられて安全索係止部に引っ掛け可能となった鉤状の

フック部３１と、フック部３１に始端３３ａが締結固定

されるとともに終端３３ｂが自由端となる親綱３３とを

設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 傾 斜 屋 根 面 に 固 定 さ れ 環 状 の 安 全 索 係 止 部 を 有 す る 屋 根 作 業 用 安 全 具 に 引 っ 掛 け て 使 用
す る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 で あ っ て 、
　 棒 本 体 と 、
　 該 棒 本 体 の 一 端 に 設 け ら れ る グ リ ッ プ 部 と 、
　 前 記 棒 本 体 の 他 端 に 設 け ら れ 先 端 が 該 棒 本 体 の 一 端 側 へ 曲 げ ら れ て 前 記 安 全 索 係 止 部 に
引 っ 掛 け 可 能 と な っ た 鉤 状 の フ ッ ク 部 と 、
　 該 フ ッ ク 部 に 始 端 が 締 結 固 定 さ れ る と と も に 終 端 が 自 由 端 と な る 親 綱 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 親 綱 を 環 状 に 曲 げ て 形 成 し た ル ー プ 部 に 終 端 を 通 し て 結 ぶ こ と で 形 成 し た こ ぶ 部 が
前 記 親 綱 の 所 定 間 隔 毎 に 複 数 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 屋 根 作 業 用 安 全
棒 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 命 綱 を 係 止 す る た め の 安 全 索 係 止 部 が 設 け ら れ た 傾 斜 屋 根 面 に お け る 作 業 者
の 安 全 を 確 保 す る た め に 用 い て 好 適 な 屋 根 作 業 用 安 全 棒 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 物 の 屋 根 は 、 施 工 後 の 経 年 変 化 に 応 じ て メ ン テ ナ ン ス を 行 っ た り 、 屋 根 施 工 後 に ア ン
テ ナ の 取 付 、 交 換 作 業 を 行 う 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 、 屋 根 職 人 や ア ン テ ナ 取 付 作 業 者 が 屋
根 に 上 っ て 、 資 材 の 持 ち 上 げ や 補 修 、 取 付 、 交 換 作 業 を 行 う の で あ る が 、 特 に 傾 斜 屋 根 面
の 場 合 は 滑 り や す く 、 高 所 作 業 で あ る た め 、 作 業 者 自 体 の 身 体 確 保 に 留 意 す る 必 要 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 上 記 の 屋 根 上 作 業 者 は 、 命 綱 と 称 さ れ る 安 全 索 に よ っ て 、 身 体 の 安 全 が 確 保 さ
れ る 。 例 え ば 下 記 特 許 文 献 ｌ に は 、 瓦 屋 根 頂 部 の 棟 瓦 の 下 面 に 沿 っ て 、 半 円 形 状 の 安 全 金
具 本 体 を 固 定 し 、 該 安 全 金 具 本 体 の 棟 瓦 の 下 面 か ら の 突 出 腕 部 に 設 け た 把 手 に 作 業 者 の 安
全 索 を 係 止 さ せ る 安 全 金 具 が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 予 め 複 数 の 安 全 具 を 傾 斜 屋 根 面 の 適
所 に 固 定 し て お く こ と で 、 以 後 の 屋 根 作 業 時 に は 、 当 該 安 全 具 に よ り 作 業 者 の 安 全 確 保 が
可 能 と な る よ う に し た 屋 根 作 業 用 安 全 具 及 び 安 全 構 造 も 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ３ ５ ０ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 傾 斜 屋 根 面 で は 、 任 意 な 作 業 領 域 で 命 綱 が 係 止 さ れ る 必 要 が あ る 。 そ の た め に 、 傾 斜 屋
根 面 に 所 定 の 間 隔 で 複 数 の 屋 根 作 業 用 安 全 具 の 配 設 さ れ た 上 記 の 安 全 構 造 も 提 案 さ れ て い
る 。 と こ ろ が 、 命 綱 の 長 さ は 、 作 業 性 の 点 か ら も 限 界 が あ る 。 ま た 、 こ の 命 綱 を 一 つ の 屋
根 作 業 用 安 全 具 に 係 止 し た 状 態 で 、 他 の 屋 根 作 業 用 安 全 具 に 係 止 が 可 能 と な る 間 隔 で 複 数
の 屋 根 作 業 用 安 全 具 を 配 設 す れ ば 、 そ の 数 が 膨 大 と な り 、 コ ス ト 面 で も 現 実 的 で な く な る
。 し た が っ て 、 実 際 に は 、 現 在 命 綱 を 係 止 し て い る 安 全 索 係 止 部 か ら 、 他 の 安 全 索 係 止 部
へ 命 綱 の 掛 け 替 え を 行 う 際 に は 、 一 旦 係 止 中 の 現 在 の 安 全 索 係 止 部 か ら 命 綱 を 外 し 、 他 の
安 全 索 係 止 部 ま で 傾 斜 屋 根 面 を 昇 っ て 命 綱 を 他 の 安 全 索 係 止 部 に 係 止 し な け れ ば な ら な か
っ た 。 そ の た め 、 例 え ば 命 綱 を 現 在 係 止 中 の 安 全 索 係 止 部 か ら 外 し て 他 の 安 全 索 係 止 部 へ
掛 け 替 え る ま で の 間 に 、 命 綱 未 係 止 状 態 が 発 生 し 、 安 全 性 の 低 下 す る 空 白 時 間 が 発 生 し た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 複 数 の 屋 根 作 業 用 安 全 具 が 配 設 さ れ た 傾 斜
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屋 根 面 で の 作 業 に お い て 、 命 綱 未 係 止 状 態 で の 安 全 性 低 下 が 防 止 で き る 屋 根 作 業 用 安 全 棒
を 提 供 し 、 も っ て 、 命 綱 未 係 止 状 態 で の 安 全 性 の 確 保 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 を 、 実 施 の 形 態 に 対 応 す る 図 面 を 参 照 し て 説 明
す る 。
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ は 、 傾 斜 屋 根 面 ２ １ に 固 定 さ れ 環 状 の
安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） を 有 す る 屋 根 作 業 用 安 全 具 ２ ３ （ ２ ５ ） に 引 っ 掛 け て 使 用
す る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ で あ っ て 、
　 棒 本 体 ２ ７ と 、
　 該 棒 本 体 ２ ７ の 一 端 に 設 け ら れ る グ リ ッ プ 部 ２ ９ と 、
　 前 記 棒 本 体 ２ ７ の 他 端 に 設 け ら れ 先 端 ３ １ ｃ が 該 棒 本 体 ２ ７ の 一 端 側 へ 曲 げ ら れ て 前 記
安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） に 引 っ 掛 け 可 能 と な っ た 鉤 状 の フ ッ ク 部 ３ １ と 、
　 該 フ ッ ク 部 ３ １ に 始 端 ３ ３ ａ が 締 結 固 定 さ れ る と と も に 終 端 ３ ３ ｂ が 自 由 端 と な る 親 綱
３ ３ と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ で は 、 安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） が 所 定 間 隔 で 設 け ら
れ た 傾 斜 屋 根 面 ２ １ で の 作 業 中 に 、 作 業 者 ４ ７ が 例 え ば 他 の 作 業 場 所 へ 移 動 す る た め 、 現
在 命 綱 ４ ５ を 係 止 し て い る 安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） か ら 、 他 の 安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ
（ ２ ５ ａ ） へ 命 綱 ４ ５ の 掛 け 替 え を 行 う 際 に 、 先 ず 、 グ リ ッ プ 部 ２ ９ が 把 持 さ れ 、 棒 本 体
２ ７ の フ ッ ク 部 ３ １ が 他 の 安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） に 引 っ 掛 け ら れ る 。 作 業 者 ４ ７
は 、 当 該 フ ッ ク 部 ３ １ に 締 結 さ れ る 親 綱 ３ ３ を 把 持 す る と と も に 、 現 在 係 止 中 の 安 全 索 係
止 部 ２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） か ら 命 綱 ４ ５ を 外 し 、 親 綱 ３ ３ を 伝 っ て 他 の 安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ （
２ ５ ａ ） の 位 置 ま で 移 動 す る 。 次 い で 、 他 の 安 全 索 係 止 部 ２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） へ 命 綱 ４ ５ を
係 止 し た 後 、 フ ッ ク 部 ３ １ を 外 す こ と に よ り 、 命 綱 ４ ５ を 係 止 す る 前 の 他 の 安 全 索 係 止 部
２ ３ ａ （ ２ ５ ａ ） か ら 予 め 支 持 を と る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ は 、 前 記 親 綱 ３ ３ を 環 状 に 曲 げ て 形 成
し た ル ー プ 部 に 終 端 ３ ３ ｂ を 通 し て 結 ぶ こ と で 形 成 し た こ ぶ 部 ３ ３ ｃ が 前 記 親 綱 ３ ３ の 所
定 間 隔 毎 に 複 数 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ で は 、 親 綱 ３ ３ を 環 状 に 曲 げ て 形 成 し た ル ー プ 部 に こ の 親
綱 ３ ３ の 終 端 ３ ３ ｂ が 通 さ れ て 結 ば れ る こ と で 、 親 綱 ３ ３ の 所 望 の 位 置 で 把 持 時 に 滑 り 止
め と し て 働 く こ ぶ 部 ３ ３ ｃ が 形 成 さ れ 、 こ れ が 複 数 回 繰 り 替 え さ れ る こ と で 、 親 綱 ３ ３ の
所 定 間 隔 毎 に 複 数 の こ ぶ 部 ３ ３ ｃ が 設 け ら れ 、 親 綱 ３ ３ を 使 用 し た 伝 い 昇 り な ど が 容 易 か
つ 安 全 に 行 え る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 に よ れ ば 、 安 全 索 係 止 部 に 引 っ 掛 け 可 能 と な っ た 鉤 状 の
フ ッ ク 部 を 棒 本 体 の 他 端 に 設 け 、 終 端 が 自 由 端 と な る 親 綱 の 始 端 を こ の フ ッ ク 部 に 締 結 し
た の で 、 安 全 索 係 止 部 が 所 定 間 隔 で 設 け ら れ た 傾 斜 屋 根 面 で の 作 業 中 に 、 例 え ば 作 業 者 が
現 在 命 綱 を 係 止 し て い る 安 全 索 係 止 部 か ら 、 他 の 安 全 索 係 止 部 へ 命 綱 の 掛 け 替 え を 行 う 際
に 、 他 の 安 全 索 係 止 部 に フ ッ ク 部 を 引 っ 掛 け 、 当 該 フ ッ ク 部 に 締 結 さ れ る 親 綱 を 把 持 す る
こ と で 、 予 め 他 の 安 全 索 係 止 部 か ら 支 持 を と る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 命 綱 を 現 在 係 止
中 の 安 全 索 係 止 部 か ら 外 し て 他 の 安 全 索 係 止 部 へ 掛 け 替 え る ま で の 間 の 命 綱 未 係 止 状 態 に
お け る 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 に よ れ ば 、 親 綱 を 環 状 に 曲 げ て 形 成 し た ル ー プ 部
に こ の 親 綱 の 終 端 を 通 し て 結 ぶ こ と で 、 こ ぶ 部 を 親 綱 の 所 定 間 隔 に 複 数 設 け た の で 、 他 の
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部 材 を 用 い ず 、 親 綱 の み を 用 い て 確 実 な 滑 り 止 め を 複 数 設 け る こ と が で き 、 製 造 コ ス ト を
増 大 さ せ ず に 、 安 全 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明
す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 の 斜 視 図 、 図 ２ は ス レ ー ト 葺 き 屋 根 に 設 け ら れ た
屋 根 作 業 用 安 全 具 の 斜 視 図 、 図 ３ は 瓦 葺 き 屋 根 に 設 け ら れ た 屋 根 作 業 用 安 全 具 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ は 、 図 ２ ， 図 ３ に 示 す 傾 斜 屋 根 面 ２ １ に 固 定 さ れ 環 状 の 安 全 索
係 止 部 ２ ３ ａ ， ２ ５ ｂ を 有 す る 屋 根 作 業 用 安 全 具 ２ ３ ， ２ ５ に 引 っ 掛 け て 使 用 さ れ る 。
　 図 ２ に 示 す 安 全 具 ２ ３ は 、 ス テ ン レ ス な ど の 耐 錆 性 の あ る 所 定 厚 み の 金 属 板 を プ レ ス 成
形 な ど に よ っ て 一 体 成 型 し た 、 全 体 と し て 長 板 形 状 の も の で あ り 、 取 付 部 ２ ３ ｂ が 屋 根 下
地 材 に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 係 止 部 ２ ３ ａ の 中 央 に は 、 安 全 索 （ 命 綱 ） 先 端 の カ ラ ビ ナ な ど
の 係 止 具 を 掛 止 す る た め の 係 止 孔 ２ ３ ｃ が プ レ ス 打 抜 き な ど に よ っ て 開 口 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 図 ３ に 示 す 安 全 具 ２ ５ は 、 ス テ ン レ ス な ど の 耐 錆 性 の あ る 所 定 厚 み の 金 属 板 を プ
レ ス 成 形 な ど に よ っ て 一 体 成 型 し た 図 示 し な い 取 付 部 を 備 え 、 こ の 取 付 部 が 屋 根 下 地 材 に
固 定 さ れ る 。 ま た 、 取 付 部 に は ワ イ ヤ ２ ５ ａ の 基 端 が 締 結 さ れ 、 ワ イ ヤ ２ ５ ａ の 先 端 は 中
途 部 に カ シ メ ら れ て ル ー プ 状 の 係 止 部 ２ ５ ｂ を 形 成 し て い る 。 な お 、 図 ２ ， 図 ３ に 示 し た
板 状 安 全 具 ２ ３ ， ワ イ ヤ 状 安 全 具 ２ ５ は 例 示 で あ り 、 安 全 棒 １ ０ ０ の 使 用 対 象 と な る 安 全
具 は こ れ ら の 構 成 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 少 な く と も 環 状 の 係 止 部 を 備 え る も
の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 安 全 棒 １ ０ ０ は 、 棒 本 体 ２ ７ と 、 グ リ ッ プ 部 ２ ９ と 、 フ ッ ク 部 ３ １
と 、 親 綱 ３ ３ と を 主 要 部 材 と し て 有 し て い る 。
　 棒 本 体 ２ ７ は 、 軽 量 で 高 強 度 を 有 し 、 し な や か な 素 材 と す る も の で あ る こ と が 好 ま し く
、 例 え ば 木 （ 竹 等 ） 製 、 グ ラ ス フ ァ イ バ ー 製 、 中 空 の カ ー ボ ン ロ ッ ド 製 な ど と す る こ と が
で き る 。 棒 本 体 ２ ７ は 、 安 全 棒 １ ０ ０ の 全 長 が 例 え ば １ ５ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る の で 、 そ れ
よ り も 若 干 短 い 寸 法 と な る 。 な お 、 軽 量 化 を 図 る た め 、 棒 本 体 ２ ７ は 、 先 端 に 向 か っ て 徐
々 に 縮 径 し た 先 細 り 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 棒 本 体 ２ ７ の 一 端 に は グ リ ッ プ 部 ２ ９ が 設 け ら れ る 。 グ リ ッ プ 部 ２ ９ は 、 棒 本 体 ２ ７ に
、 ゴ ム 、 ス ポ ン ジ 等 か ら な る 滑 り 止 め チ ュ ー ブ を 外 挿 し て 固 着 す る も の で あ っ て も よ い 。
こ の 他 、 棒 本 体 ２ ７ に 複 数 の 滑 り 止 め 溝 を 形 成 し た り 、 紐 等 を 巻 回 す る こ と に よ っ て 滑 り
止 め 部 を 形 成 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 棒 本 体 ２ ７ の 先 端 と な る 他 端 に は 鉤 状 の フ ッ ク 部 ３ １ が 設 け ら れ 、 フ ッ ク 部 ３ １ は 上 記
し た 安 全 具 ２ ３ の 係 止 部 ２ ３ ａ 又 は 安 全 具 ２ ５ の 係 止 部 ２ ５ ｂ に 引 っ 掛 け 可 能 と な っ て い
る 。 フ ッ ク 部 ３ １ は 、 フ ッ ク 本 体 部 ３ １ ａ が 棒 本 体 ２ ７ の 他 端 に 固 定 さ れ る 。 フ ッ ク 本 体
部 ３ １ ａ の 基 端 に は 後 述 の 親 綱 ３ ３ が 締 結 さ れ る 環 部 ３ １ ｂ が 形 成 さ れ る 。 フ ッ ク 本 体 部
３ １ ａ の 先 端 ３ １ ｃ は 、 先 細 り に 形 成 さ れ 、 か つ 棒 本 体 ２ ７ の 一 端 側 へ Ｕ 字 状 に 曲 げ ら れ
て 、 上 記 の 安 全 具 ２ ３ の 係 止 部 ２ ３ ａ 又 は 安 全 具 ２ ５ の 係 止 部 ２ ５ ｂ に 引 っ 掛 け 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の フ ッ ク 部 ３ １ は 、 例 え ば 、 フ ッ ク 本 体 部 ３ １ ａ 、 環 部 ３ １ ｂ 、 先 端 ３ １ ｃ を ア ル ミ
一 体 成 形 に よ っ て 作 製 す る こ と が で き る 。 こ の 他 、 樹 脂 成 形 や 鍛 造 に よ っ て 作 製 さ れ る も
の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 フ ッ ク 部 ３ １ の 環 部 ３ １ ｂ に は 親 綱 ３ ３ の 始 端 ３ ３ ａ が 締 結 さ れ 、 親 綱 ３ ３ の 終 端 ３ ３
ｂ は 自 由 端 と な る 。 親 綱 ３ ３ の 全 長 は 、 上 記 し た 安 全 棒 １ ０ ０ の 全 長 に 対 し て 例 え ば ２ ０
０ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。 な お 、 安 全 棒 １ ０ ０ は 、 こ れ ら 全 て の 構 成 部 材 を 組 付
け た 総 重 量 が 、 ７ ５ ０ ｇ 程 度 以 下 で あ る こ と が 、 片 手 に よ る 作 業 性 の 面 か ら 好 適 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 親 綱 ３ ３ に は 複 数 の こ ぶ 部 ３ ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 こ ぶ 部 ３ ３ ｃ は 、 親 綱 ３ ３ を 環 状
に 曲 げ て 形 成 し た ル ー プ 部 に 、 終 端 ３ ３ ｂ を 通 し て 結 ぶ こ と で 形 成 さ れ る 。 こ れ が 複 数 回
繰 り 替 え さ れ る こ と で 、 親 綱 ３ ３ の 所 定 間 隔 に 複 数 の こ ぶ 部 ３ ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 こ
の こ ぶ 部 ３ ３ ｃ 同 士 の 間 隔 は 、 例 え ば ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。 こ の よ う な こ
ぶ 部 ３ ３ ｃ に よ れ ば 、 他 の 部 材 を 用 い ず 、 親 綱 ３ ３ の み を 用 い て 確 実 な 滑 り 止 め を 複 数 設
け る こ と が で き 、 製 造 コ ス ト を 増 大 さ せ ず に 、 安 全 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 上 記 の 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。
　 図 ４ は 傾 斜 屋 根 面 へ の 梯 子 の 固 定 状 況 を 表 し た 斜 視 図 で あ る 。
　 傾 斜 屋 根 面 ２ １ 上 で 作 業 を 行 う に は 、 先 ず 、 梯 子 ４ １ が 軒 先 に 立 て か け ら れ る 。 梯 子 ４
１ を 昇 っ た 作 業 者 は 、 傾 斜 屋 根 面 ２ １ の 最 下 部 に あ る 例 え ば 安 全 具 ２ ５ に 、 梯 子 固 定 ロ ー
プ ４ ３ を 係 止 す る 。
　 作 業 者 は 、 そ の 後 、 梯 子 ４ １ の 上 部 か ら 傾 斜 屋 根 面 ２ １ へ 昇 り 上 が る 。 こ の と き 、 傾 斜
屋 根 面 ２ １ 上 の 最 も 近 い 安 全 具 ２ ５ の 係 止 部 ２ ５ ｂ に 命 綱 を 係 止 す る か 、 或 い は 、 安 全 棒
１ ０ ０ を 用 い 、 す な わ ち 、 梯 子 ４ １ 上 か ら 安 全 棒 １ ０ ０ を 屋 根 面 ２ １ の 中 程 に 位 置 す る 安
全 具 ２ ５ に フ ッ ク 部 ３ １ を 引 っ 掛 け 、 そ の 親 綱 ３ ３ を 伝 っ て 昇 り 上 が る 。 そ し て 、 屋 根 面
２ １ へ 上 が っ た 作 業 者 は 、 フ ッ ク 部 ３ １ の 引 っ 掛 か っ て い る 安 全 具 ２ ５ の 係 止 部 ２ ５ ａ に
命 綱 ４ ５ を 係 止 す る 。 な お 、 こ の 命 綱 ４ ５ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 作 業 者 ４ ７ の 腰 に 締 め
た 専 用 バ ン ド ４ ９ に 基 端 が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 屋 根 作 業 用 安 全 棒 を 用 い て 他 の 安 全 索 係 止 部 へ 移 動 す る 際 の 状 況 を 表 し た 説 明 図
で あ る 。 な お 、 図 ５ に お い て は 図 ４ と 異 な る 安 全 具 ２ ３ を 例 示 （ 図 示 ） す る が そ の 作 用 は
安 全 具 ２ ５ の 場 合 と 同 様 で あ る 。
　 安 全 具 ２ ３ の 係 止 部 ２ ３ ａ が 所 定 間 隔 で 設 け ら れ た 傾 斜 屋 根 面 ２ １ で の 作 業 中 に 、 作 業
者 ４ ７ が 例 え ば 他 の 作 業 場 所 へ 移 動 す る た め 、 現 在 命 綱 ４ ５ を 係 止 し て い る 図 ５ 中 右 側 の
係 止 部 ２ ３ ａ か ら 、 図 ５ 中 左 側 の 他 の 係 止 部 ２ ３ ａ へ 命 綱 ４ ５ の 掛 け 替 え を 行 う 際 に は 、
先 ず 、 グ リ ッ プ 部 ２ ９ が 把 持 さ れ 、 棒 本 体 ２ ７ の フ ッ ク 部 ３ １ が 他 の 係 止 部 ２ ３ ａ に 引 っ
掛 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 作 業 者 ４ ７ は 、 当 該 フ ッ ク 部 ３ １ に 締 結 さ れ る 親 綱 ３ ３ の こ ぶ 部 ３ ３ ｃ の 直 上 を 把 持 す
る と と も に 、 現 在 係 止 中 の 係 止 部 ２ ３ ａ か ら 命 綱 ４ ５ を 外 し 、 親 綱 ３ ３ を 伝 っ て 他 の 係 止
部 ２ ３ ａ の 位 置 ま で 移 動 す る 。
　 な お 、 こ の 際 、 棒 本 体 ２ ７ は 、 フ ッ ク 部 ３ １ を 係 止 す る た め の も の で あ り 、 登 坂 用 の 支
持 の た め に は 使 用 し な い 。
　 次 い で 、 他 の 係 止 部 ２ ３ ａ へ 命 綱 ４ ５ を 係 止 し た 後 、 安 全 棒 １ ０ ０ の フ ッ ク 部 ３ １ を 外
す 。 こ れ に よ り 、 命 綱 ４ ５ を 係 止 す る 前 の 他 の 係 止 部 ２ ３ ａ か ら 予 め 支 持 を と る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 上 記 の 屋 根 作 業 用 安 全 棒 １ ０ ０ に よ れ ば 、 係 止 部 ２ ３ ａ に 引 っ 掛 け 可 能 と
な っ た 鉤 状 の フ ッ ク 部 ３ １ を 棒 本 体 ２ ７ の 他 端 に 設 け 、 終 端 ３ ３ ｂ が 自 由 端 と な る 親 綱 ３
３ の 始 端 ３ ３ ａ を こ の フ ッ ク 部 ３ １ に 締 結 し た の で 、 係 止 部 ２ ３ ａ が 所 定 間 隔 で 設 け ら れ
た 傾 斜 屋 根 面 ２ １ で の 作 業 中 に 、 例 え ば 作 業 者 ４ ７ が 現 在 命 綱 を 係 止 し て い る 係 止 部 ２ ３
ａ か ら 、 他 の 係 止 部 ２ ３ ａ へ 命 綱 ４ ５ の 掛 け 替 え を 行 う 際 に 、 他 の 係 止 部 ２ ３ ａ に フ ッ ク
部 ３ １ を 引 っ 掛 け 、 当 該 フ ッ ク 部 ３ １ に 締 結 さ れ る 親 綱 ３ ３ を 把 持 す る こ と で 、 予 め 他 の
係 止 部 ２ ３ ａ か ら 支 持 を と る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 命 綱 ４ ５ を 現 在 係 止 中 の 係 止 部 ２
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３ ａ か ら 外 し て 他 の 係 止 部 ２ ３ ａ へ 掛 け 替 え る ま で の 間 の 命 綱 未 係 止 状 態 に お け る 安 全 性
を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 屋 根 上 か ら 地 上 に 降 り る 際 に は 、 上 記 と 逆 の 手 順 に て 親 綱 ３ ３ を 伝 う こ と で 、 作
業 者 ４ ７ は 移 動 し 、 梯 子 ４ １ に て 降 り る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 こ の 安 全 棒 １ ０ ０ は 、 掛 止 部 ２ ３ ａ に フ ッ ク 部 ３ １ が 引 っ 掛 か っ た ま ま で 放 置 さ
れ れ ば 、 作 業 中 に 屋 根 よ り 落 下 さ せ て し ま う こ と が な い が 、 落 下 防 止 紐 な ど を 安 全 棒 １ ０
０ に 取 り 付 け て 、 作 業 者 ４ ７ の 身 体 の 一 部 に 連 結 さ せ る こ と と す れ ば 、 不 用 意 に 落 下 さ せ
る こ と が な く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 屋 根 作 業 用 安 全 棒 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ス レ ー ト 葺 き 屋 根 に 設 け ら れ た 屋 根 作 業 用 安 全 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 瓦 葺 き 屋 根 に 設 け ら れ た 屋 根 作 業 用 安 全 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 傾 斜 屋 根 面 へ の 梯 子 の 固 定 状 況 を 表 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 屋 根 作 業 用 安 全 棒 を 用 い て 他 の 安 全 索 係 止 部 へ 移 動 す る 際 の 状 況 を 表 し た 説 明 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ２ １ … 傾 斜 屋 根 面
　 ２ ３ ， ２ ５ … 屋 根 作 業 用 安 全 具
　 ２ ３ ａ ， ２ ５ ｂ … 環 状 の 安 全 索 係 止 部
　 ２ ７ … 棒 本 体
　 ２ ９ … グ リ ッ プ 部
　 ３ １ … フ ッ ク 部
　 ３ １ ｃ … 先 端
　 ３ ３ … 親 綱
　 ３ ３ ａ … 始 端
　 ３ ３ ｂ … 終 端
　 ３ ３ ｃ … こ ぶ 部
　 １ ０ ０ … 屋 根 作 業 用 安 全 棒
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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